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Abstract A new species of Goniocraspedon Hampson, 1893 is described upon a male specimen 
from Yonagunil., Japan. The male genitalia of this new species and G. mistura (Swinhoe) are 
figured. 


Key words Lepidoptera, Noctuidae, Ophiderinae, Goniocraspedon mistura (Swinhoe), Gonio- 
craspedon manoi sp. n., Yonaguni I., Japan, Taiwan, male genitalia, taxonomy. 


Goniocraspedon Hampson, 1893 tt, イン ド か ら 記 載 さ れ た 小型 の アッ バ (クチ べ バ 亜 科 ), Nagadeba 
mistura Swinhoe, 1891 を 基 に 設立 され た 必 で , 他 に パプ アニ ュー ギニア の G. aroa Bethune- Baker, 
1908 を 含む だ け の 小 属 で ある . 模式 種 の mistura は , Hampson (1893) “Illustrations” や Hampson 
(1895) © “Fauna British India’ に も 図示 記載 され て お り , 春田 俊郎 氏 ( 編 ) の “Moths of Nepal” の 
2 巻 の 中 で ネパール 産 の 本 種 を 記載 し た と きも (Yoshimoto, 1993), その 特徴 的 な 次 形 や 斑紋 か ら 比 較 
的 容易 に 同定 で きた も の で ある . 











会 会 員 で 愛知 県 美和 町 の 間野 隆裕 氏 は , 本 年 2 月 の 与那国 島 で の 夜間 採集 に て 日 本 か ら 記 録 の な いこ 
DBO 1 頭 の 雄 を 採集 され , その 研究 を 私 に 委ね られ た . 外部 標 徴 か ら み て , CORK mistura その も 
の と 思え た が , 発表 に 際 し て 一 応 そ の 変 尾 器 を 検 鏡 し た と ころ , 私 が mistura と し た ネパール の も の と 
は 全く の 別種 で ある こと が わか っ た . Mistura の 模式 産地 は イン ド 南 西部 の ボン ベイ に 近い Poona (Hi 
Pune) の た め , 私 が 比較 に 用 いた ネパール 産 の も の が 真 に 同じ か どう か は 別に 確認 し な けれ ば な ら な 
WA, 取 敢 え ず 与那国 の も の を 新種 と し て 記載 し, この 貴重 な 標本 を 恵 手 され た 同氏 に 報い た いと 思う . 


な お 私 の 手元 に は , 人 王子 市 の 矢崎 克己 氏 が 採集 し た 台湾 産 の mzstra ( 台 洪 未 記録 ) の 標本 も ある の 
T, 併せ て 記録 し て お きた い 、. 





Goniocraspedon mistura (Swinhoe, 1891) (Figs 1, 2) 


Nagadeba mistura Swinhoe, 1891: 151. 
Goniocraspedon misturum : Hampson, 1893: 125, pl. 168, figs 20, 20a, 20b. 
Goniocraspedum misturum : Hampson, 1895: 101, fig. 51. 


〆. PRS, 各 欄 歯 か ら 多 数 の 長い 刺 毛 を 生ずる . 基部 より 約 1/3 の 上 面 に は 内 側 に 向く 鱗 毛 
群 が か あり , この 部 分 まで の 内 側 の 模 歯 は 短い . TRAE 2 館 は 上 向 し , 下面 は 密 に 鱗粉 で 第 われ る. 第 
3 節 は 短く , 2 節 の 約 1/4 の 長 さき. 全体 で も 頭頂 と 同じ 高き. 


前 次 は , 前 縁 が 基 半 で 前 方 に 湾曲 し た 後 , 中 央 近く で 内 湾 し , 贅 頂 前 で 再び 外 湾 する . WARRE L, 
SHRI T CHR < AVS LC 3 室 端 で 突出 し た の ち , 後 角 ま で 浅く 内 湾 す る . 後 次 外縁 は 滑ら か . FG 
裏面 の 前 縁 基 部 に 大 き な 鱗 塊 を 持つ . 
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Figs 1-3. Gontocraspedon spp. 1. G. mistura (Swinhoe), 7, Nepal, Okhaldunga. 2. Ditto, A, 
Taiwan, Nantou Hsien, Lushan Spa. 3. G. manoi sp. n., 7, holotype, Japan, Yonaguni 
I., Mt. Donan-dake. 


前 次 は 淡 灰 色 か ら 灰 褐色 . 内 横線 , 外 横線 は 黒く 波状 で , 前 縁 の 白 紋 より 発し , 外 横線 起 始 部 の 白 紋 は 
逆 三 角形 状 . 亜 外縁 線 は 幅広 い 淡 線 で , 細か く 屈 折 す る . 北 頂 下 か ら 4 脈 まで の 外縁 線 は 黒色 , 3 室 端 
DORE ORE. 後 次 は 灰白色 か ら 淡 灰 褐色 で , 前 縁 付近 を 除き 3 本 の 波状 の 横線 を 持つ. 内 側 の 2 本 は 
EKE, 外側 の も の は 淡色 で , 2 室 で は 濃 色 影 を 伴う . 前 次 裏面 は 淡い 灰 褐色 . 前 縁 は 黒褐色 で , 内 ・ 
外 横線 起 始 部 , 亜 外縁 線 は 表面 同様 淡色 で 目立つ . 後 次 裏 面 は 淡 灰 褐色 で , 前 緑 部 と 外縁 付近 は 黒褐色 
鱗 を 密 付 する . BIB 9mm ( 開 張 17 mm), 


交尾 器 (Fig. 4). Uncus は 細長 く , 鎌 状 で , 先端 は 失 る . Tegumen は 細く , 長い . Valva の 背 緑 は 
直線 的 . 腹 縁 は 中 央 まで 腹 方 に 丸く 突出 し た の ち , AATA, 背 緑 中 央 に は , 内 向 す る 鋭い 突起 を 生じ , 
また 腹 方 の 内 深部 に は 幅広 い harpe 状 の 突起 を 有する . Juxta は 大 きく , 基 方 は 丸 味 を 帯び , 腹 方 1/4 
程度 の と ころ で 最も 幅広 と な っ た の ち も , 後方 に 向かっ て や や 幅 狭 く な る . 後 縁 は 丸く えぐ れ , 中 央 に は 
短い 突起 を 持つ . BMAD Olt, ほぼ aedeagus の 4/5 に 相当 する 細長 い 突 起 を 生じ る . Saccus は や 
や 深い . Aedeagus は 細長 く , 単純 . 


所 検 標本 . 台湾 一 1 A, MARELE (1,200 m), 30. vii-1. viii. 1984 (矢崎 克己 ). ネパール 一 Kathman- 
du, Godavari (1,600 m), 26. iv. 1990 (Yoshimoto, 1993 に 図示 し た の と 同じ 個体 ): 1 7, Okhaldunga, 
25. xi. 1990 (FERE). 


台湾 の 個体 (Fig.2) は ネパール の ゃ も の と 交尾 器 形態 が 一 致し た . 初め こも 書い た よう に , 本 種 は イン ド 
南部 (Swinhoe, 1891), スリ ラン カ (Hampson, 1893), シッ キム (Hampson, 1895) な どか ら 知ら れ て 
いた だ た. 


Goniocraspedon manoi sp. n. マ ノ ア ツ ズ ( 新 称 ) (Fig. 3) 


7., 触角 の 構造 , TER, 両 次 超 形 な ど は 前 種 と 同じ . 色彩 , 斑紋 も 前 種 と ほぼ 同様 で ある . 最も 異な 
る の は 前 交 前 縁 の 外 横線 起 始 部 の 白 紋 の 形 で , mistura で は 白 条 の 外側 に 白色 影 を 伴う の で , 全体 と し 
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Figs 4-5. Male genitalia of Goniocraspedon spp. 4. G. mistura (Swinhoe), Taiwan, Nantou 
Hsien, Lushan Spa. 5. G. manoi sp. n., holotype, Japan, Yonaguni I., Mt. Donan-dake. 


て 外側 の 輪郭 が ほけ た 逆 三角 形状 と な る が , 本 種 で は 白色 影 を 伴わ ず , 白色 斜 条 の み と な る . また , A 
横線 起 始 部 の 白線 も 本 種 で は より 細い . 後 閉 は 淡色 で , 横線 は 前 種 よ り も や や 強く 屈曲 する . BIRO 
mm ( 開 張 17 mm), 


の 交尾 器 (Fig.5). Uncus は 細長 く , 先端 は 浅く 二 叉 する . Tegumen は 短く , や や 幅広 い . Valva は 
基 方 幅広 く , 全体 に 短い . BRIS PR CAIBL, 腹 縁 は 先端 1/4 で sacculus 状 に 突出 する . 腹 縁 先端 近 
く に は 小さ い 突 起 が ある . Juxta は 大 きく , 半 円 状 . BRAK ACA, 中 央 後方 は 弦 月 状 に 突出 する . 
Juxta 上 方 の 膜 面 に は 1 対 の 筋 状 の 骨 化 部 が あり , その 回 り は 微小 な 突起 で 被 わ れる . Saccus は や や 短 
vs, Aedeagus は 太 短 く , 内 部 に は 微小 な 刺 列 を と も な 9 う 和 骨 片 を 有する . 


完 模式 標本 . の , 沖縄 県 与那国 島 ド ナン 岳山 麓 , 13. ii. 1993 (間野 隆裕 )、 私 が 所 蔵 する . 


本 種 は , 外観 で は 前 種 と ほとん と 同じ で ある が , 交尾 器 形態 は 驚く 程 異 な っ て いる . 与那国 島 の 特産 か 
否 か は 現時 点 で は まだ よく 分 か ら な い が , 隣接 の 台湾 に まで 分 布 す る 前 種 と の 分 化 の 大 き さ は 特筆 すべ 
きも の と 思う ら . な お , 日 本 産 の ヤ ガ の 中 で は 本 種 に 似 た も の は な く , 小型 種 で は ある が , 同定 は 容易 と 
思わ れる . 雌 は 未知 . 私 は 実 見 し た こと が な い が , 前 種 で は 触角 の 横 歯 が 短い こと を 除け は, 斑紋 は 雄 
と 同じ よう で ある (Hampson, 1893, 1895). また , 種 小 名 は 採集 者 の 間野 氏 に 献 名 し た も の で ある . 
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Summary 


Goniocraspedon manoi sp. n. (Fig. 3) 


J. Similar to G. mistura (Swinhoe, 1891), the type species of the genus, but the costal white bar 
of postmedian line in forewing is not accompanied outside with a white shade as in mistura. 
Length of forewing 9 mm (expanse 17 mm). Male genitalia (Fig. 5). Uncus slender, its tip forked ; 
tegumen wide and short ; valva wide and rather short ; costa concave at middle ; ventral margin 
with a digital projection from apical one-fourth and a small process before tip; juxta large, 
semicircular, its caudal margin shallowly concave, and with a wide and lunar lobe; membrane 
dorsal to juxta with a pair of sclerotized ribs and clothed with minute dents around them ; saccus 
shallow. Aedeagus thick and short, with a minutely dentated sclerite on vesica. 


Holotype. ™, Japan, Okinawa Pref., Yonaguni I., foot of Mt. Donan-dake, 13. ii. 1993, T. Mano 
leg., in my collection. 


Goniocraspedon Hampson, 1893 has been known to contain two small species, mistura and aroa 
Bethune-Baker, 1908 from Papua New Guinea. Mistura was described from southern India, 
Poona (now Pune) under Nagadeba Waker, [1866] 1865, and Hampson (1893) recorded it from Sri 
Lanka. Later Hampson (1895) added Sikkim to the range of this species, and I recorded and 
illustrated a male from Nepal (Yoshimoto, 1993). In the present paper, I record it from Taiwan 
for the first time based on the following specimen: 1 @, Nantou Hsien, Lushan spa (1,200 m), 30. 
vii-1. viii. 1984, K. Yazaki leg. 


The male of mistura has bipectinate antennae, but the inner pectines are shortened to basal one- 
third, where a minute tuft of scaly hairs arises inwardly. In underside of forewing, a raised scale 
mass is near the basal portion below costa. These two features are not written in the original 
descriptions both for species and for genus, and whether my mistura from Nepal and Taiwan is 
correctly identified or not is to be checked in future study. Male genitalia (Fig. 4): Uncus long, 
stickle-shaped, its tip tapered ; tegumen long ; valva broad at base, its ventral margin bulged and 
a harpe-like broad lobe arising beyond middle ; costa with a strong and acute inner process from 
middle ; juxta large, with a roundish bottom, gradually narrowed caudad from cephalic one-third, 
its caudal margin concave with a median short process; a pair of very long processes from both 
sides of caudal margin; saccus rather deep. Aedeagus elongated, simple. 
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